
「高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説保健体育編 体育編」 と
「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」を参考に作成してください！

（４） 評価について Ver.３ 評価規準の作成

福岡県体育研究所

どうやって評価規準を作成するの？

高等学校学習指導要領解説の内容と例示を参考に作成します。

知識・理解 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

○知識
・技術などの名称や行い方、体力の高め方、課題解決の
方法、競技会の仕方などについて理解している。
○技能
・ゴール型では、状況に応じたボール操作と空間を埋める
などの動きによって空間への侵入などから攻防をするこ
とができる。
・ネット型では、状況に応じたボール操作や安定した用具
の操作と連携した動きによって空間を作り出すなどの攻
防をすることができる。
・ベースボール型では、状況に応じたバット操作と走塁で
の攻撃、安定した守備などによって攻防することができる。

・生涯にわたって運動を豊
かに継続するためのチー
ムや自己の課題を発見し、
合理的、計画的な解決に
向けて取り組み方を工夫
するとともに、自己やチー
ムの考えたことを他者に
伝えている。

・球技に主体的に取り組むとともに、
フェアなプレイを大切にしようとする
こと、合意形成に貢献しようとする
こと、一人一人の違いに応じたプレ
イなどを大切にしようとすること、互
いに助け合い高め合おうとすること
などをしたり、健康・安全を確保し
たりしている。

E 球技 の 内容のまとまりごとの評価規準 入学年次の次の年次以降 （参考資料 巻末資料P142）例

知識・理解 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

○知識
① 課題解決の方法には、チームや自己に応じた目標の
設定、目標を達成するための課題設定、課題解決のた
めの練習方法などの選択と実践、ゲームなどを通した学
習成果の確認、新たな目標設定といった過程があること
を理解している。
② 競技会で、ゲームのルール、運営の仕方や役割に応
じた行動の仕方、全員が楽しむためのルール等の調整
の仕方などがあることを理解している。
○技能
① 移動を伴うつなぎのボールに対応して、攻撃につなげ
るための次のプレイをしやすい高さと位置にトスを上げる
ことができる。
② ボールをコントロールして、ネットより高い位置から相
手側のコートに打ち込むことができる。
③ 相手の攻撃の変化に応じて、仲間とタイミングを合わ
せて守備位置を移動することができる。

① チームや自己の課題を
解決するための練習計画を
立てている。
② 練習やゲームを行う場面
で、チームや自己の活動を
振り返り、よりよいマナーや
行為について提案している。
③ 体力や技能の程度、性別
等の違いを超えて、仲間と
ともに球技を楽しむための
調整の仕方を見付けている。
④ 球技の学習成果を踏まえ
て、自己に適した「する、み
る、支える、知る」などの運
動を生涯にわたって楽しむ
ための関わり方を見付けて
いる。

① 作戦などを話し合う場面で、合
意形成に貢献しようとしている。
② 仲間の課題を指摘するなど、
互いに助け合い高め合おうとして
いる。
③ 危険の予測をしながら回避行
動をとるなど、健康・安全を確保
している。

E 球技 ネット型 バレーボール の 単元ごとの評価規準 入学年次の次の年次以降 （３年生を想定）例

このプリントのページ数は、高等
学校学習指導要領（平成30年告
示）解説保健体育編 体育編の
ページ数です。

知識は、P122（１）知識及び技能の四角囲み
の中にある柱書（ℓ２～３）を参考にし、語尾を
「～について理解している」とします。

技能は、P122（１）知識及び技能の四角囲
みの中にあるア・イ・ウを参考にし、語尾を
「～できる」とします。

思考・判断・表現は、
P127（２）思考力、判断力、

表現力等の四角囲みの
中を参考にし、語尾を
「～している」とします。

主体的に学習に取り組む態度は、
P128（３）学びに向かう力、人間性

等の四角囲みの中を参考にし、語
尾を「～しようとしている」とします。

内容のまとまりごとの評価規準

知識は、P123＜例示＞を参考にし、２年生で学ぶ

ことと、３年生で学ぶことを分けて考え、語尾を
「～について理解している」とします。

技能は、P125＜例示＞を参考にし、２年生で学ぶこ

とと、３年生で学ぶことを分けて考え、語尾を「～で
きる」とします。
状況に応じたボール操作や安定した用具の操作と
連携した動きについての記載します。

思考・判断・表現は、P128

＜例示＞を参考にし、２年
生で学ぶことと、３年生で
学ぶことを分けて考え、語
尾を「～している」とします。

主体的に学習に取り組む態度
は、P130＜例示＞を参考にし、

２年生で学ぶことと、３年生で学
ぶことを分けて考え、語尾を
「～しようとしている」とします。

単元ごとの評価規準

※ 単元ごとの評価規準があれば、
その単元の見通しがもてる。

※ この単元で生徒にどのような資質・能力を
身に付けさせるのかがわかる。

※ いつ何を指導して、いつ何を評価するのかが
わかる単元構造図に活用できる。


